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Didactical study of fractins 
KAKU Y AMAGUCHI 
Abstract 
The aim of this paper is to discuss new methods of teaching fractions in mathematics. E， Landau's mathema. 
























































































のであるが 3という分数は『人間業 (Me附 henwerk)で，神ならぬ人間のデソチあげたっく















てはかる。正方形タイル(lOcm X 1 Ocm ) 2枚とはんぱがでる。次にそのはんぱを単位にして，正
方形をおりかえすと，ちょうどはんぱが3つ分でタイル 1枚になる。このはんぱは 3つ分で 1~ 
を表すタイル 1枚になるから， 1を3等分した大ききである。このはんぱの大きさを十と定義
し '3分の 1J という。テープ全体の大きさは 1辺lOcmO)正方形2っとはんぱの上だから '2
と3分の 1J とか '2か3分の 1J といって， 2上と書くというふうに帯分数の定義をする O そ
3 









1 = 5 b 
つまり@の大きさは 1を5等分した大きさである。従って@は士となる O ③は士が2つぶんで、
2 ， ~~， ~ _ ， " ，_" ~， 2 ~ 2 あるがこれを '5分の 2Jと定義し，ーと書く ⑦の大きさは 3と で， 3 となる。そして5 ~ E3 "0 'u v./ /-.... C" L" {o. ¥..J l..- 5 . u 5 
このあとに「?の下の数を分母，上の数を分子といいます。分母は 1を等分した大きさ，分子
2 、 分子はそれがいくつあるかを表わします。一一 …のょっな になっている数を分数と





いる o (2) 帯分数から入っている。 (3) 1のタイルを等分した単位分数(分子が1の分数)と，

































3分の 1j どいいます。 2よど書当ます。はじめの水の3 、
量は2すtです。
2つよんで|になる大きさ，つまりを 2等分した
|つ以を r2分の Ijどいい， 2ど書きます。
I .紙タイルをおって，一一ーのタイルを作りなさい。2' 4' 8 
，-ー 一ー一ー ーー 「一一一一一一一-





































を表わします。ム ム ー ・…・・のような一一ーになってL、る数を分数と






a=qb+γ ( 0 ~r<b) 
となる整数q，rがただ一組存在する O
この定理は，整数 Gを整数b>0で割ると，商pが立って余り r( 0 ~r<b) がでるという内容
であるから，割り算定理と呼ぶことにする。この割り算定理を用いて互除法 (Euclidの互除法と







( 0 <x2<Xl' koEZ， kos 0 ) 
(0 <X3<X2' kjEZ， kj> 0) 
xm-2=km-zXm-j十九 ( 0 <xm <xm-l' km_2EZ， km-2> 0 ) 
Xm-1ニ km-jXm (km_jEZ， km-1> 0) 
もしa，bEZであれば，X2' X3…EZ， Xj>X2>…>Xn>…三Oであるのである制に対して，Xm 
(a， b)， Xm+jニ Oとなる o a， b EZのとき，この操作は割り算定理を有限固くりかえすこと
になる o a， bEZのとき，Xmは (a，b)すなわち G とbの最大公約数となることはよく知られて
いる。
例 1.a=42， bニ 11とすれば






となる。この場合koニ 3，k]=4， k3=2となり， (42， 11) = 1である。




一-=.iL 一二二上 ーーー 一二こ且ニ上α)-υα}..._1 X，' '~l X，-，' ~m-l X 
-2 
とおく O ここで
ω> O. ω，> 1.…ω ，こた ，>0 
であって
ω=主ι=kA十主L=h1+-L
xj x1 ω1 
ω 子=k]+子=kj+土
・ん2 ‘"2 ω 2 
(2)ノ
ω っ=主11l.=2... =k~. _0 +三11L-=k っ十一ユー




















0' k. I k. I I k 
"'j + "'2 + + "'m-j 5 
と書く。あるいはもっと簡単に
(4)ω = Cko' kj，…， km-jJ 
とも表す。
42 例2 前の例 1を用いるとーは
11 
42= 3十 I4 
1+一ー 土一一
4+す
42 1 = 3++ + += C 3， 1， 4， 2 J 11 1+4+2 ，-， -，-， 
と連分数で表される O
「わかるさんすう J 4の分数の導入の部分の2番目の例(資料1，p， 196)では，互除法でko'
kj， k2を出している O すなわち








2 _ 2 
=3十 =35 -5 
を得ることになるが， もちろん「わかるさんすう」では連分数は出していない。ここでは






















定義1 分数士 (Xz分の Xjと読む)と比自然数Xz'円の(この)1僻での)対のことであ
るjO)
O 





証明 X，Xo-X，X j~Z ~l~Z 








(XjYz)(Yh) = (νん)(ZjY2) 
積について (XY)(ZU) = (XU) (zy)が常に成り立つから
(XjY2)(YjZZ)=(X向 )(υ1νz)
且つ
(YjX2)(Zjν2) = (YjYZ) (ZjXZ) = (zh) (νjY2) 
従って
(XjZ2)(νjYz) = (ZjX2) (YjY2) 
XjZZ=ZjX2 

















X2 Y2 Yz Y2 Xz Yz 
のうち，ちょうど一つが成り立つ。
証明与えられた Xl' XZ' Yj' Y2に対して









-z タ -z -z ♂ Uz 
である O
Z. U 一一L\、~Z~ U ""Z 
証明 νJUZニ U1Yz'zjx2=xjzz' XjYZ>YjX2 
より
(YjUz)(Z内)= (UjY2)(X内)
自然数X，Y， Z には X>ν~XZ>νz という性質があるから，それを用いて
(引jXz)(zIUZ) = (U1ZZ) (x1υz) >(U1ZZ)(日jXz)
自然数X，Y， Zに対してXZ>υz9x>νが成り立つことから
Z，Uo/U，Z I"'Z ~ ~1~2 
この定理から分数の類の聞の大小が，類の代表元の大小として考えられることがわかる。
Hγ 2'刊定理9 二上<三L ~_よ，立~-二ユーなら
X2 Yz. Xz Z2. ν Uz 
2'川
一L/〆一::l
Z~ U "2 
である O
証明 定理7によって，主上>主Lである1!...L_竺L ~_三L より定理 8 から，竺L>三L をう






Y2 Xz ν Xz ν2 
定義6 ~:s1LLとは~<旦上または主L~笠上を意味するものとする。
Y2 x2 Yz x2 ν2 
1J γ 7. 11 
定理10 コ三::~ --=::.Lr---ーム'之上一二上なら







Z2 Xz Yz uz 
である O
定理1 ~:s1LL主上一三L 旦L~竺L なら
Xz ν X2 z2 ν2υ2 
である。
証明 仮定でくが成り立つときは，定理9から明らかである O そうでないときは
五一一三i一旦上~竺上
Z" X" U" U ~2 タ "2
である O
定理12 主上主主主上なら1LL:s王Lである。
X2 ν Y2 Xz 
証明定理2と定理6から O
定理13 ~:s主よなら Y上主主主上である。


















定理15 王L;sJt.L旦上<三L または-'I<旦L Jt.L;s三Lならば





Y， Y 定理16 二上主~ ~:S二L なら，二上主主ユである O















Z 十 Xo X z '-z -z
U. Z 
定理19 ユ<-"lのとき，ょが存在して，斗<ユ<ムで、ある。
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もうすこしくわしく云えば，分数の定義は 4節定義 1のように自然 Xl' X2のこの)1夏序で対を
士とする。これは形式的な定義であるが，分数の意味と大きさを「わかるさんすう」の分数の
定義の形で与えることを別途行えばよし当。すなわち分数は次の量の大きさを表すというような意
味づけを行って，はんぱの量と対応させる O 従って分数と分数の大きさを区別する O この方がや
がて負の分数を扱うときにも合理的になる。同値についても 4節定義2で同値の定義を与えて
おき，同値の分数は同じ大きさをもつことを知らせる。 倍分，約分は計算の為の現則(演算の為
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